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『大正大震火災誌』は、関東大震災の調査および関係資料をまとめた資料集で、多

方面の専門家や当局者が寄稿しています。吉野は、新人会出身の三輪
み わ

寿壮
じ ゅ そ う

（1894～

1956）たち弁護士が被害者からとった陳述を元に、労働運動家や社会主義者に対する

弾圧事例を紹介しました。しかし、内務省の検閲により多くの内容が伏字、抹消されてい

ます。文末には、やはり吉野が寄稿した「朝鮮人虐殺事件」が検閲により全文割愛せざ

るを得なくなった旨が記されています。吉野はこれら２つの原稿を と題し保

存しました。東京大学の明治新聞雑誌文庫に眠っていた「圧迫と虐殺」は、震災から 40

年が経った 1963 年（昭和 38）、『現代史資料』にて初めて全文が公となりました。 

 浮島になっているガラスケースでは、吉野作

造や関係人物の直筆資料、その他重要資料を

多く展示しています。 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

＊市町村名は現代のものです 
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ピックアップ資料②

（1887～1961）著『少雨荘
し ょ う う そ う

交遊録
こ う ゆ う ろ く

』（1948 年）の巻頭に附録のように

貼付されていたもの。斎藤自身による趣向の一つと思われます。斎藤は明治文

化研究会の一員で、書物への知見と愛着の深さから「書痴
し ょ ち

」と呼ばれました。

『航海
こ う か い

夜話
や わ

』は 1872 年（明治 5）刊の訳書で、ハリケーンやサイクロンの危険と対

策を説くもの。『明治文化全集』第24巻科学篇（1930年）にも収録されています。 

吉野家に保管されていた資料の 1 つで、吉野と共に

を設立し活動した作家 （1878～1923）の書簡です。内容は東京

帝国大学法科卒の青年牧山正彦（1892～1985）を紹介するもので、牧

山自ら持参しています。牧山はのちに草間
く さ ま

平作
へ い さ く

の筆名で翻訳家として活

動し、ドイツの社会主義者ベーベルの『婦人論』、スイスの法学者ヒルティ

の『幸福論』などの邦訳で知られています。 

1924 年（大正 13）2 月に東京帝国大学を退官して朝日新聞社に入社した吉

野は、同月に神戸で行われた「現代政局の史的背景」と題する講演の中で、

五箇条の御誓文を、国内統一の実力が無かった明治新政府の「悲鳴」の結果

だと発言し、批判を呼びました。その批判への反論として書かれたのが本稿で

す。言葉尻を捉えては「不敬」の名の下に歴史的事実の検証や言論を圧迫す

る風潮を、吉野は痛烈に批判しています。しかし、翌 3 月に発表した「枢府と内

閣」における枢密院批判では検察が動く事態となり、ついに 6 月、吉野は退社を

余儀なくされました。 

 浮島になっているガラスケースでは、吉野作

造や関係人物の直筆資料、その他重要資料を

多く展示しています。 


